
JP 4652339 B2 2011.3.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フローリングを形成するためのシステムであって、矩形フロアボード（１、１’）を含
み、これらのフロアボードは、システムの部分を形成するフロアボード（１、１’）の隣
接した接合縁を機械的に接合するように形成されており、
　前記フロアボード（１、１’）は、前記機械的接合を、二つの隣接した短側部（５ａ；
５ｂ）間で、これらの短側部（５ａ；５ｂ）の一方と隣接した長側部（４ａ；４ｂ）との
間で、及び二つの隣接した長側部（４ａ、４ｂ）間で、夫々の接合縁に対して直交しかつ
フロアボードの主平面と平行な水平方向に行うことができるように設計されており、
　前記水平方向での機械的接合は、前記隣接した接合縁のうちの第１接合縁に設けられた
、係止溝（１２）を持つ第１係止手段（１２）と、前記隣接した接合縁のうちの第２接合
縁に設けられた、上接合縁によって画成されており且つ前記フロアボードの前記主平面に
対して垂直方向に延びる垂直平面（ＶＰ）の外側に突出し、前記係止溝（１２）と相互作
用するように設計された係止エレメント（８）を支持する部分（Ｐ）を持つ第２係止手段
（Ｐ、８）とによって行われ、
　第２係止手段（Ｐ，８）はストリップ（６）とストリップ（６）の上面から突出する係
止エレメント（８）からなり、第１係止手段（１２）は係止エレメント（８）に水平方向
に係合するか、又は
　第２係止手段（Ｐ，８）はタング（１０）とタング（１０）の上面から突出する係止エ
レメント（８）からなり、第１係止手段（１２）は係止エレメント（８）に水平方向に係
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合し、
　前記システムは、前記第１及び第２の係止手段が両短側部（５ａ、５ｂ）及び両長側部
（４ａ、４ｂ）の夫々に対をなして設けられた第１及び第２のタイプのフロアボード（Ａ
、Ｂ）を含み、
　前記第１のタイプのフロアボード（Ａ）の一対の両接合縁に沿った係止手段は、前記第
２のタイプのフロアボード（Ｂ）の同じ一対の両接合縁に沿った対応する係止手段に対し
て鏡像対称をなしている、システムにおいて、
　前記システムは、二つの短側部のうちの第１短側部（５ｂ）に前記第１係止手段（１２
）が設けられ、両長側部（４ａ、４ｂ）及び他方の短側部（５ａ）に前記第２係止手段が
設けられるように設計された第３のタイプのフロアボード（Ｃ）を含む、ことを特徴とす
るシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記フロアボードは前記短側部（５ａ；５ｂ）の
うちの少なくとも一方に第１の係止手段を有し、この第１の係止手段は垂直平面（ＶＰ）
へ突出しておらず、実質的に垂直方向移動によって互いに係止できるように設計されてい
る、システム。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のシステムにおいて、前記第３のタイプのフロアボード（Ｃ）は
、一方では前記第３のタイプのフロアボード（Ｃ）の隣接した短側部（５ａ）及び両長側
部（４ａ、４ｂ）に、他方では前記第１及び第２のタイプのフロアボード（Ａ、Ｂ）の短
側部（５ａ）及び長側部（４Ｂ）に水平方向で接合できる短側部（５ｂ）を有し、
　前記第３のタイプのフロアボード（Ｃ）は、短側部（５ａ）及び両長側部（４ａ、４ｂ
）を有し、これらは、一方では、前記第３のタイプのフロアボード（Ｃ）の隣接した短側
部（５ｂ）に、他方では、前記第１及び第２のタイプのフロアボード（Ａ、Ｂ）の長側部
（４ａ）及び短側部（５ｂ）に水平方向で接合できる、システム。
【請求項４】
　機械的に接合されたフロアボードを含むフローリングであって、請求項１乃至３のうち
のいずれか一項に記載のシステムによるフロアボード（１、１’）を含む、フローリング
。
【請求項５】
　請求項４に記載のフローリングにおいて、前記フロアボードは、長側部を短側部に当て
た杉綾パターンで接合される、フローリング。
【請求項６】
　機械的に接合された矩形のフロアボード（１、１’）のシステムによって杉綾パターン
のフローリングを提供する方法において、
　隣接したフロアボードは、前記フロアボードの夫々の接合縁に対して直交しかつ前記フ
ロアボードの主平面と平行な水平方向に機械的に接合されるように設計されており、　前
記フロアボードは、二つの隣接した短側部（５ａ；５ｂ）の間で、前記短側部（５ａ；５
ｂ）のうちの一方とこれと隣接した長側部（４ａ；４ｂ）との間で、及び二つの隣接した
長側部（４ａ、４ｂ）の間で前記接合が可能であるように設計してあり、
　前記水平方向での前記機械的接合は、前記隣接した接合縁のうちの第１接合縁に設けら
れた、係止溝（１２）を含む第１係止手段（１２）と、前記隣接した接合縁のうちの第２
接合縁に設けられ、上接合縁によって画成され、前記フロアボードの前記主平面に対して
垂直な垂直方向平面（ＶＰ）の外側に突出し、前記係止溝（１２）と相互作用するように
設計された係止エレメント（８）を支持する部分（Ｐ）を含む第２係止手段（Ｐ、８）に
よって行われ、
　第２係止手段（Ｐ，８）はストリップ（６）とストリップ（６）の上面から突出する係
止エレメント（８）からなり、第１係止手段（１２）は係止エレメント（８）に水平方向
に係合するか、又は
　第２係止手段（Ｐ，８）はタング（１０）とタング（１０）の上面から突出する係止エ
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レメント（８）からなり、第１係止手段（１２）は係止エレメント（８）に水平方向に係
合し、
　前記システムは、前記第１及び第２の係止手段が対をなして両短側部（５ａ、５ｂ）及
び両長側部（４ａ、４ｂ）の夫々に設けられた第１及び第２のタイプのフロアボード（Ａ
、Ｂ）を含み、
　前記第１のタイプのフロアボード（Ａ）の一対の両接合縁に沿った係止手段は、前記第
２のタイプのフロアボード（Ｂ）の同一の対をなした両接合縁に沿った対応する係止手段
に対して鏡像対称をなしており、
　前記方法は、内方への傾けによって前記フロアボードを前記フロアボードの前記主平面
で様々な方向に接合する工程を含み、
　二つの短側部のうちの第１短側部（５ｂ）に前記第１係止手段（１２）が設けられ、両
長側部（４ａ、４ｂ）及び他方の短側部（５ａ）に前記第２係止手段が設けられた第３の
タイプのフロアボード（Ｃ）の長側部を短側部に接合することによって第１列（Ｒ１）が
接合され、
　前記第１のタイプのフロアボード（Ａ）及び前記第２のタイプのフロアボード（Ｂ）の
長側部を短側部に接合することによって少なくとも一つの第２列（Ｒ２）を形成し、この
第２列（Ｒ２）を前記第１列（Ｒ１）に、前記第１列（Ｒ１）に対して第１設置方向（Ｉ
Ｄ１）で接合し、
　前記第１のタイプのフロアボード（Ａ）及び前記第２のタイプのフロアボード（Ｂ）の
長側部を短側部に接合することによって少なくとも一つの第３列（Ｒ３）を形成し、この
第３列（Ｒ３）を前記第１設置方向（ＩＤ１）とは逆の第２設置方向（ＩＤ２）で接合し
、
　前記第３列（Ｒ３）を形成する前記フロアボードは前記第２列（Ｒ２）を形成する対応
するフロアボードに対して１８０°回転させてある、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全体として、フロアボード用の係止システムの技術分野に関する。本発明は
、様々なパターンで、特に杉綾パターンで機械的に接合できるフロアボード用係止システ
ム、このような係止システムが設けられたフロアボード及びフローリング、及び敷設方法
に関する。更に詳細には、本発明は、とりわけ、フローティングフロアを進んだパターン
で及び様々な方向に敷設することを可能にする係止システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、重量のある木製フロア、寄木フロア、高圧積層体又は直接積層体の表面層を
持つ積層体フロア等の木製フローティングフロアや積層フロアで使用するのに特に適して
いる。積層体フロアは、圧力及び熱の作用で圧縮したメラミン樹脂を含浸した紙を含む表
面を有する。
【０００３】
　以下の従来技術の説明、周知のシステムの問題点、並びに本発明の目的及び特徴は、従
って、非限定的例であり、とりわけ、この適用分野に関する。しかしながら、本発明は、
機械的係止システムによって様々なパターンで接合されるようになった随意のフロアボー
ドで使用できるということを強調しておかなければならない。かくして、本発明は、プラ
スチック、リノリウム、コルク等の表面、ワニスを塗布したファイバボード表面を持つフ
ロアボードにも適用できる。機械的に接合したフロアボードは、更に、下張り床に接着し
てもよい。
【０００４】
　下文において、設置したフロアボードの見える方の表面を「前側」と呼ぶのに対し、下
張り床に面するフロアボードの反対側を「後側」と呼ぶ。「水平方向平面」は、表面層の
外部分と平行に延びる平面を意味する。接合縁の上下の部分が水平方向平面に対して垂直
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な「垂直方向平面」を画成する。
【０００５】
　「接合」又は「係止システム」は、フロアボードを垂直方向及び／又は水平方向に連結
する協働連結手段を意味する。「機械的係止システム」は、接着剤なしで接合を行うこと
ができるということを意味する。機械的係止システムは、多くの場合、接着剤で接合でき
る。「垂直方向係止」は、垂直方向平面と平行に係止することを意味し、「水平方向係止
」は、水平方向平面と平行に係止することを意味する。
【０００６】
　従来の積層体及び寄木フロアは、通常、フローティング状態で、即ち接着剤なしで現存
の下張り床に敷設される。この種のフローティングフロアは、通常、接着したさねはぎ継
手によって接合される。長側部及び短側部の両方で同じ方法を使用し、ボードは、通常は
、長側部を長側部に当て且つ短側部を短側部に当てた平行な列をなして敷設される。
【０００７】
　接着したさねはぎ継手によって接合されるこのような従来のフロアに加え、接着剤を使
用する必要がなく、その代わりにいわゆる機械的係止手段によって機械的に接合するフロ
アボードが最近開発されてきた。これらのシステムは、ボードを水平方向及び垂直方向で
係止する係止手段を備えている。これらの機械的係止手段は、ボードのコアを機械加工す
ることによって一部品で形成できる。別の態様では、係止システムの部品は、フロアボー
ドと一体化した、即ちフロアボードに接合された別体の材料で、工場でのその製造と関連
して形成されていてもよい。別体の材料は、接合システムに含まれた予め機械加工した部
品でできていてもよいが、締結後即ちファスニング後に適当な形状に形成される部品であ
ってもよい。ファスニングは、接着剤で又は機械的に行うことができる。フロアボードは
、傾け、スナップ嵌め、及び接合縁に沿った係止位置での挿入の様々な組み合わせによっ
て接合され、即ち相互連結され、又は互いに係止される。
【０００８】
　機械式係止システムを持つフローティングフロアの主な利点は、好ましくは、内方への
傾け及びスナップ嵌めの様々な組み合わせによって容易に且つ手早く敷設できるというこ
とである。このようなフローティングフロアは再度取り外して別の場所で再び使用するこ
とを容易に行うことができる。
【０００９】
　全ての現存の機械式係止システム及び接着によって接合されるようになったフロアは、
フロアボードをボードの表面の平面に亘って係止する垂直方向係止手段を有する。これら
の垂直方向係止手段は、隣接したフロアボードの溝に進入するタングを備えている。ボー
ドは、かくして、溝を溝に対して、又はタングをタングに対して接合することができない
。更に、水平方向係止システムは、概して、一方の側に係止エレメントを有し、この係止
エレメントが他方の側に設けられた係止溝と協働する。かくして、ボードは、係止エレメ
ントを係止エレメントに、又は係止溝を係止溝に接合できない。これにより、敷設は、実
際には、平行な列に限定される。この技術を使用することによっては、ボードを機械的に
長側部を短側部に「杉綾パターン」で接合するか或いは菱形パターンの様々な形体で接合
する伝統的な寄木パターンを敷設することは不可能である。フロアボードは、従来の寄木
ブロックと対応する様々な大きさで、及び接合システムが鏡像対称のＡ設計及びＢ設計で
形成できるということは周知であり、このようなフロアボードは、傾け及びスナップ嵌め
の様々な組み合わせによって杉綾パターンで機械的に接合できる（ＷＯ　０３／０２５３
０７参照：所有者はベーリンゲ・アルミニウムＡＢ）ということは周知である。このよう
なフロアボードは、更に、係止システムが適切な方法で設計されている場合には、平行な
列をなして接合できる。フロアボードは、更に、例えば長側部を短側部に接合した杉綾パ
ターンでの敷設を長側部に沿った角度移動だけで手早く且つ容易に行うことができるよう
に設計できる。このような敷設では、例えば短側部を係止エレメントを備えた長側部のス
トリップと重ねることによって、短側部を長側部に接合できる。この係止エレメントは、
フロアボードを水平方向に係止する。このような短側部での垂直方向係止は、ボードを杉
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綾パターンで互いに対して９０°で接合することによって行うことができる。傾けによっ
て敷設した新たなボードが前のボードの短側部と係止し、上方への傾けを阻止する。しか
しながら、この極めて簡単な敷設方法は、杉綾パターンを敷設する場合、一方の方向でし
か行うことができない。これは、逆方向で、即ち敷設方向と反対方向で設置した切断され
るフロアボードで壁との隙間を埋めることができない場合、敷設の開始時の大きな欠点で
ある。この場合、ボードを互いに移動して接着できるように、短側部のスナップ嵌めによ
って、又は係止エレメントを除去することによってこのような逆方向敷設を行わなければ
ならない。そうでない場合には、計測が困難であり且つ設置に時間がかかる切断したフロ
アボードで敷設を開始しなければならない。幾つかの部屋に亘る連続したフロア表面を敷
設するには、入念な準備と計測が必要とされる。これは、敷設を一方向でしか行うことが
できないためである。取り外しは逆の手順で行われる。敷設の開始時に敷設した幾つかの
ボードが損傷した場合、実際にはフロア全体を取り外さなければならない。このような損
傷は、敷設と関連して容易に生じ、フロア全体を敷設し終えてきれいにするまで気づかな
い。従って、杉綾パターンを角度移動だけで及び様々な方向に敷設できるのであれば、大
きな利点となる。
【特許文献１】ＷＯ　０３／０２５３０７　本発明は、係止システム、フロアボード、フ
ロア、及びフローティングフロアを現在知られているよりも手早く且つ容易に、先進のパ
ターンで、好ましくは杉綾パターンで、長側部を短側部に当てて、下張り床に向かう角度
移動だけで設置できる敷設方法に関する。更に、分解を逆の方法で更に手早く且つ容易に
行うことができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の第１の目的は、上述の要求を満たし且つ設置及び取り外しと関連してフロアボ
ードの接合方向及び取り外し方向を変えることができる矩形フロアボード及び係止システ
ムを提供することである。
【００１１】
　本発明の第２の目的は、様々な方向での敷設を容易にする敷設方法を提供することであ
る。
【００１２】
　本発明の第３の目的は、三種類のフロアボードを含み、角度移動や下張り床に向かう垂
直方向移動だけで様々な方向に先進のパターンで敷設できるフローリングを提供すること
である。
【００１３】
　長側部及び短側部という用語は、理解を容易にするために使用する。本発明によれば、
ボードは、正方形であってもよく、変形例では正方形及び矩形であってもよく、様々なパ
ターン又は他の装飾的特徴を様々な方向に備えていてもよい。例えば、平行でない短側部
を備えていてもよい。
【００１４】
　特に、本明細書中で説明した係止システムは、適当な設計の単なる例示に過ぎないとい
うことを強調しておかなければならない。係止システムの形状及び作用する水平方向及び
垂直方向の係止手段は、従来技術による多くの様々な方法で設計でき、これらは、フロア
ボードの縁部を機械加工することによって、又は形成された又は別の態様ではフロアボー
ドの接合縁部分に接合する前又は接合後に機械加工した別の材料によって形成できる。
【００１５】
　この目的は、全部又は一部が、本発明を定義する添付の独立項によるフロアボード、シ
ステム、及び方法によって達成される。実施例は、添付の従属項、以下の説明、及び添付
図面に記載してある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
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　第１の特徴によれば、同様の又は同一の隣接したフロアボードに機械的に接合するよう
に設計された矩形フロアボードにおいて、前記機械的接合は、係止溝を持つ第１係止手段
と、上接合縁によって画成され、フロアボードの主平面に対して垂直方向に延びる垂直平
面から突出し、前記フロアボードを前記隣接したフロアボードのうちの同様の又は同一の
フロアボードに接合するときに前記係止溝と相互作用するように設計された係止エレメン
トを支持する部分を有する第２係止手段とによって行われる、矩形フロアボードが提供さ
れる。このフロアボードでは、第１係止手段は、フロアボードの第１短側部に設けられ、
第２係止手段は、フロアボードの反対側の第２短側部及びフロアボードの両長側部に設け
られ、フロアボードの前記第１短側部は、水平方向のみに、即ち夫々の接合縁に対して水
平方向に且つフロアボードの主平面と平行に、同一のフロアボードの両長側部及び第２の
反対側の短側部に連結できる。
【００１７】
　下文において「二方向ボード」と呼ぶこのようなフロアボードは、かくして、従来技術
とは異なり、同じ種類の機械式係止システムを持つ一つの短側部及び二つの長側部の三つ
の側部を有する。二方向ボードは、他の種類のフロアボードとともにフロアに含まれ、敷
設方向を変えることができ、これは、特に杉綾パターンで接合したフロアボードでフロア
が形成される場合に敷設を特に容易にする。
【００１８】
　「同様のフロアボード」は、フロアボードの長側部又は短側部にいずれの種類の係止手
段が配置されているのかに関して形体が異なるフロアボードの係止システムと適合性があ
る、即ち連結できる係止システムを持つフロアボードであると理解される。更に、このよ
うな同様のフロアボードは、追加の係止手段、例えば垂直方向係止も提供する係止手段を
備えていてもよい。
【００１９】
　この第１の特徴の第１実施例では、予め敷設されたフロアボードに向かって垂直方向に
移動することによって機械的接合を行うことができる。第２実施例では、突出部分は、係
止エレメントを備えたストリップを含む。第３実施例では、突出部分は、フロアボードの
接合縁のタング溝の延長部を含む。
【００２０】
　第２の特徴によれば、フローリングを形成するためのシステムであって、矩形フロアボ
ードを含み、これらのフロアボードは、システムの部分を形成するフロアボードの隣接し
た接合縁を機械的に接合するように形成されている、システムが提供される。このシステ
ムでは、フロアボードは、機械的接合を、二つの隣接した短側部間で、これらの短側部の
一方と隣接した長側部との間で、及び二つの隣接した長側部間で、夫々の接合縁に対して
垂直方向でかつフロアボードの主平面と平行な水平方向に行うことができるように設計さ
れている。このシステムでは、水平方向での機械的接合は、隣接した接合縁のうちの第１
接合縁に設けられた、係止溝を持つ第１係止手段と、隣接した接合縁のうちの第２接合縁
に設けられた、上接合縁によって画成されており且つフロアボードの主平面に対して垂直
方向に延びる垂直平面の外側に突出し、係止溝と相互作用するように設計された係止エレ
メントを支持する部分を持つ第２係止手段とによって行われる。システムは、第１及び第
２の係止手段が両短側部及び長側部の夫々に対をなして設けられた第１及び第２のタイプ
のフロアボードを含み、第１のタイプのフロアボードの一対の両接合縁に沿った係止手段
は、第２のタイプのフロアボードの同じ一対の両接合縁に沿った対応する係止手段に対し
て鏡像対称をなしている。このシステムは、二つの短側部のうちの第１短側部に第１係止
手段が設けられ、両長側部及び他方の短側部に第２係止手段が設けられるように設計され
た第３のタイプのフロアボードを含む。
【００２１】
　かくして、本発明は、係止システム、及び第１、第２、及び第３のタイプの矩形の機械
的に係止されたフロアボードでできたフローリングを含む。
【００２２】
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　第１及び第２のタイプは、同様の隣接したフロアボードをフロアボードの主平面と平行
な水平方向に、主平面に対して垂直な垂直方向で互いに連結するための、それらの長側部
に沿って対をなした両連結手段と、同様の隣接したフロアボードを水平方向で互いに連結
するための、それらの短側部に沿って対をなした両連結手段を有する。フロアボードの長
側部に設けられた連結手段は、上接合縁に沿った角度移動によって互いに係止できるよう
に設計されており、フロアボードの短側部に設けられた連結手段は、本質的に垂直方向移
動によって互いに係止できるように設計されている。一対の両連結手段に沿って設けられ
た第１のタイプのフロアボードの連結手段は、第２のタイプのフロアボードの両縁部分の
同じ対に沿った対応する連結手段に対して鏡像対称に配置されている。第３のタイプのフ
ロアボードは、同一の第３のタイプの別のフロアボードの隣接した短側部及び二つの長側
部、及び第１及び第２のタイプのフロアボードの短側部及び長側部に対して少なくとも水
平方向で係止できる短側部を有する。更に、この第３のタイプは、同じ第３のタイプのフ
ロアボードの隣接した短側部及び第１及び第２のタイプの長側部及び短側部に係止できる
一つの短側部及び二つの長側部を有する。第３のタイプのフロアボードは、かくして、二
方向ボードであり、様々な方向に敷設でき、二つの異なる方向からフロアを取り外すこと
ができる。
【００２３】
　この第２の特徴の第１実施例では、二方向ボードは、一つの短側部及び二つの長側部に
突出部分を含む機械式係止システムを有する。
【００２４】
　この第２の特徴の第２実施例では、二方向ボードは、第１及び第２のタイプの少なくと
も一つの長側部に角度移動によって接合できる一つの短側部及び二つの長側部を有する。
更に、フロアボードは、長側部を短側部に当てて杉綾パターンで接合される。
【００２５】
　更に、本発明は、機械的に接合された矩形のフロアボードのシステムによって杉綾パタ
ーンのフローリングを提供する方法において、隣接したフロアボードは、水平方向でフロ
アボードの夫々の接合縁に対して垂直方向に及びフロアボードの主平面と平行に機械的に
接合されるように設計されており、フロアボードは、二つの隣接した短側部の間で、短側
部のうちの一方とこれと隣接した長側部との間で、及び二つの隣接した長側部の間で前記
接合が可能であるように設計してあり、水平方向での前記機械的接合は、前記隣接した接
合縁のうちの第１接合縁に設けられた、係止溝を含む第１係止手段と、前記隣接した接合
縁のうちの第２接合縁に設けられた、上接合縁によって画成された、フロアボードの主平
面に対して垂直方向に延びる垂直平面の外側に突出し、係止溝と相互作用するように設計
された係止エレメントを支持する部分を含む第２係止手段とによって行われる方法を提供
すえる。システムは、前記第１及び第２の係止手段が対をなして両短側部及び長側部の夫
々に設けられた第１及び第２のタイプのフロアボードを含み、第１のタイプのフロアボー
ドの一対の両接合縁に沿った係止手段は、第２のタイプのフロアボードの同じ対をなした
両接合縁に沿った対応する係止手段に対して鏡像対称をなしている。本方法は、内方への
傾けによってフロアボードをフロアボードの主平面で様々な方向に接合する工程を含み、
二つの短側部のうちの第１短側部に前記第１係止手段が設けられ、両長側部及び他方の短
側部に前記第２係止手段が設けられた第３のタイプのフロアボードの長側部を短側部に接
合することによって第１列が接合され、前記第１のタイプのフロアボード及び前記第２の
タイプのフロアボードのフロアボードの長側部を短側部に接合することによって少なくと
も一つの第２列を形成し、この第２列を前記第１列に、第１列に対して第１設置方向で接
合し、前記第１のタイプのフロアボード及び前記第２のタイプのフロアボードのフロアボ
ードの長側部を短側部に接合することによって少なくとも一つの第３列を形成し、この第
３列を前記第１設置方向とは逆の第２設置方向で接合し、前記第３列を形成する前記フロ
アボードは、前記第２列を形成する対応するフロアボードに対して１８０°回転させてあ
る。
【００２６】
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　本発明によれば、一つのタイプの二方向ボードを使用し、２つのタイプの鏡像対称なフ
ロアボードの敷設方向を変えるため、この二方向ボードを様々な方向で設置する。これは
、製造する製品の種類及び在庫を減らすことができるため、有利である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　図１ａは、上側から見た三つの矩形フロアボードを示す。これらのフロアボードは、本
発明による第１タイプＡ、第２タイプＢ、及び第３タイプＣである。図１ａには、更に、
側方から長側部に向かって見た側面図及び短側部に向かって見た側面図が示してある。Ａ
タイプ及びＢタイプのフロアボードは、この実施例では、垂直方向連結手段及び水平方向
連結手段を持つ長側部４ａ、４ｂ、及び水平方向連結手段を持つ短側部５ａ、５ｂを有す
る。これらの連結手段は、フロアボードと一体成形されている。これらの二つのタイプは
、この実施例では、係止手段が鏡像対称をなして配置されていること以外は同じである。
係止手段により、長側部４ａを長側部４ｂに少なくとも内方に傾けることによって、長側
部４ａを短側部５ａに内方に傾けることによって、及び短側部５ｂを長側部４ｂに垂直方
向移動によって接合できる。この実施例では、長側部４ａ、４ｂ及び短側部５ａ、５ｂの
両方を杉綾パターンで、即ちボードＡ及びＢを長側部４ａ、４ｂに沿った角度移動だけで
互いに対して垂直に長側部を短側部に対して接合できる。フロアボードの長側部４ａ及び
４ｂは連結手段を有し、これらの連結手段は、この実施例では、長側部４ｂの突出部分Ｐ
を含む。突出部分Ｐは、上接合縁の外側に位置決めされ、ストリップ６及び溝９を含む。
他方の長側部４ａはタング１０を有する。一方の短側部５ａもまたストリップ６及びタン
グ溝９を含む突出部分Ｐを有するのに対し、他方の短側部５ｂは係止溝を持つがタング１
０を備えていない。この好ましい実施例では、短側部５ｂは水平方向で係止できるが垂直
方向では係止できない。
【００２８】
　第３タイプＣは、係止機能に関して第１タイプＡ及び第２タイプＢと本質的に同じ短側
部５ａ及び５ｂを有する。しかしながら、両長側部４ａ及び４ｂは異なる態様で形成され
ている。これらは、二つのこのようなフロアボード１、１’の短側部５ａ、５ｂを垂直方
向移動によって互いに接合でき且つ水平方向で係止でき、一方のボード１の一つの短側部
５ｂを他方のボード１’の二つの長側部４ａ、４ｂに同様の方法で接合できることを特徴
とする。機械的接合は、係止溝１２を持つ一方の短側部５ｂの第１係止手段、及びフロア
ボードの主平面に対して垂直であり且つ上接合縁によって画成された垂直平面ＶＰを越え
て突出する部分Ｐを持つ他方の短側部５ａの第２係止手段を含む。第３タイプのフロアボ
ードは、突出部分Ｐを持つ第２係止手段が、一方の短側部５ａ及び二つの長側部４ａ、４
ｂに位置決めされていることを特徴とする。長側部４ａ及び４ｂは、この実施例では、互
いに係止できず、一つの短側部５ａはいずれの長側部にも係止できない。
【００２９】
　三つのタイプのフロアボードＡ、Ｂ、及びＣを全て含むフロアシステムにおいて、本発
明によるこのようなフロアボードは、以下の方法で接合できる。即ち、第３タイプＣのフ
ロアボード１は短側部５ｂを有し、この短側部は、隣接した同じタイプＣのフロアボード
１’の短側部５ａ及び二つの長側部４ａ、４ｂに水平方向で係止でき、更に第１タイプＡ
及び第２タイプＢのフロアボードの短側部５ａ及び一方の長側部４ｂに係止できる。更に
、フロアボードＣは一つの短側部５ａ及び二つの長側部４ａ、４ｂを有し、これらは同じ
タイプＣのフロアボード１’の隣接した短側部５ｂに係止でき、更に第１タイプＡ及び第
２タイプＢの長側部４ａ及び短側部５ｂに係止できる。第３タイプＣの上述の三つの本質
的に同じ側部４ａ、４ｂ及び５ａと、第１タイプＡ及び第２タイプＢの二つの鏡像対称の
ボードの二つの長側部４ａとの接合は角度移動によって行うことができ、この接合は、垂
直方向及び水平方向の両方向で行うことができる。
【００３０】
　タイプＡ及びＢのパネルの接合は、以下の方法で行うことができる。即ち、長側部４ａ
を隣接した長側部４ｂに、傾けによって垂直方向及び水平方向で係止できる。突出部分Ｐ
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を持つ長側部４ｂ及び短側部５ａへの短側部５ｂの接合は、垂直方向移動によって行うこ
とができ、係止は好ましくは水平方向のみについて行われる。
【００３１】
　図１ｂは、タイプＡ及びＢの二つのフロアボードの長側部４ａを角度移動によって第３
タイプＣのフロアボードの突出部分Ｐに接合する方法を示す。接合後、Ａタイプ及びＢタ
イプのボードの突出部分Ｐは、逆方向に差し向けられる。これによって、次いで、前に敷
設したボードに新たなボードを突出部分上に置いてこの部分に向かって下方に傾けること
によって接合するとき、角度移動によって二つの方向で敷設できる。このような敷設は内
方に傾ける前に、突出部分Ｐを以前に敷設したフロアボードの下に挿入しなければならな
い場合よりも実施が容易である。本発明による特殊な２方向ボードによって敷設方向を変
えることは、ボードを平行な列をなして敷設する場合でも有利である。
【００３２】
　図１ｃは、短側部５ｂを突出部分Ｐを持つ短側部５ａに置く方法を示す。水平方向係止
を行うこのような垂直方向移動は、短側部５ｂを短側部５ａに置くだけで行うことができ
る。かくして、この実施例によるフロアボードは、突出部分Ｐを持つ短側部５ａを短側部
５ｂ上に置くことによって係止することはできない。
【００３３】
　幾つかの変形例がある。二つのタイプのフロアボードは、必ずしも同じ大きさでなくて
もよく、係止手段は異なる形状に形成されていてもよい。異なる側部に設けられた連結手
段は、同じ材料で形成されていてもよいし異なる材料で形成されていてもよく、又は同じ
材料であるが異なる材料特性を持つ材料で形成されていてもよい。例えば、連結手段は、
プラスチック、金属、合金等の材料で形成されていてもよい。これらは、更に、フロアボ
ードと同じ材料で形成されていてもよいが、含浸等の改質処理が施してあってもよい。
【００３４】
　図２ａ乃至図２ｈは、本発明によるフロアボードの接合に使用できる係止システムの二
つの実施例を示す。対応する又は同様の機能を持つ幾つかの他の係止システムを使用して
もよいということを特に指摘しておかなければならない。又は、突出部分に係止機能を提
供する必要がある。係止は、垂直平面ＶＰで又はその内側で行うことができる。角度移動
による接合に対する変形例として、水平方向スナップ嵌め又は水平方向に対して所定の角
度を使用してもよい。図２ａ乃至図２ｄは、図１による係止システムを詳細に示す。図２
ａは、長側部４ａが長側部４ｂに連結された、互いに接合された二つのボード１、１’の
連結手段を示す。垂直方向係止は、タング１０と協働する溝９を含む。水平方向係止は、
ストリップ６を持つ突出部分Ｐを含み、係止エレメント８が係止溝１２と協働する。この
接合システムは、上接合縁に沿って内方に傾けることによって接合できる。フロアボード
は、フロア表面と本質的に平行な装飾溝１３３を一つの上接合縁に有する。図２ｂは、短
側部に設けられた連結手段を示す。これらの連結手段は、係止溝１２と協働する係止エレ
メント８が設けられたストリップ６を含む。これは、フロアボード１、１’を水平方向だ
けで係止する。短側部５ａは、長側部と短側部とを互いに係止するときに長側部４ａのタ
ング１０と協働するようになった溝９を有する。しかしながら、短側部５ｂにはタング１
０が設けられていない。図２ｃは、短側部５ｂを長側部４ｂに係止する方法を示す。図２
ｃの好ましい係止システムは、係止溝１２を持つ短側部５ｂを長側部又は突出部分Ｐを持
つ短側部に置く垂直移動によって、垂直方向でしか接合できない。図２ｄは、内方に傾け
ることができる係止システムで短側部５ａを長側部４ａに垂直方向及び水平方向で係止す
る方法を示す。
【００３５】
　図２ｅ乃至図２ｈは、突出部分Ｐが、フロアボード１の一つの接合縁のフロア表面と隣
接して、外－上部分に係止エレメント８を有するタング１０で形成された係止システムの
例を示す。係止システムは、更に、上リップ２１及び下リップ２２を持つ溝９、及びフロ
アボード１’の他方の接合縁のアンダーカット溝１２を有する。このような係止システム
はコンパクトに形成でき、これにより、フロアボードの接合縁を機械加工することによっ
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てタング１０を製造するときの材料の無駄を少くする。材料の無駄は、フロアボードが狭
幅であり且つ短い場合に非常に重要である。図２ｆ及び図２ｈは、杉綾パターンで傾ける
だけで平行な列をなして接合できるように係止システムを適合できる方法を示す。この実
施例では、短側部５ｂには垂直方向係止を妨げる下リップがない。長側部は、傾けること
によって接合でき、更に、長側部は、傾けること及び垂直方向で重ねることによって短側
部に係止できる。垂直方向移動を使用する係止は、この場合、一方の側を突出部分Ｐに置
くことを必要とする。
【００３６】
　図３ａ、図３ｂ、及び図３ｃは、長側部に沿った角度移動だけを使用してフロアを杉綾
パターンで敷設すること、及び第３タイプＣの特別なフロアボードを使用することによっ
て様々な方向に敷設することを示す。図３ａは、第１列Ｒ１をタイプＣのフロアボードで
敷設することによって、フロアを杉綾パターンで敷設し始める方法を示す。破線は突出部
分Ｐを示す。同じ新たなボードＣ２を第１列の最初に敷設したボードＣ１に付加し、９０
°回転し、その長側部４ａを最初に敷設したボードの短側部５ｂに接合する。次いで、残
りのボードＣ３、Ｃ４を同様の方法で敷設する。全てのボードは、長側部を短側部に垂直
方向移動によって相互連結される。これらのボードは水平方向に係止されているだけであ
る。次に、新たな列Ｒ２を第１列に接合できる。新たな列Ｒ２は、第１タイプＡ及び第２
タイプＢのフロアボードを含む。次いで、これらのボードを角度移動によって第１列の突
出部分Ｐに接合できる。ボードＡ５及びボードＡ６は傾けによって敷設される。次いで、
ボードＢ７及びボードＢ８を傾けによって接合でき、ボードＢ７の短側部５ｂをボードＡ
６の突出部分に重ねる。同様の方法で、随意の数の列を敷設方向ＩＤ１の方向で接合でき
る。第２列Ｒ２のフロアボードは、これらのボードが接合されるとき、二方向ボードＣを
水平方向で係止する。図３ｃは、敷設方向を逆方向ＩＤ２に変更できるということを示す
。次いで、第２列のボードＢ７及びＢ８に対して１８０°回転したボードＢ９及びＢ１０
を第３列として、第１列Ｒ１のＣボードに対して角度移動によって設置できる。ボードＡ
１１及びＡ１２を対応して設置でき、敷設方向ＩＤ２で敷設を続行できる。様々な方向で
内方に傾けることによって接合するとともに、３つのタイプのフロアボードＡ、Ｂ、及び
Ｃを含む杉綾パターンのフロアを提供するためのこの敷設方法は、第３タイプＣのフロア
ボードの長側部を短側部に対して結合して第１列Ｒ１を設け、その後、第１タイプＡ及び
第２タイプＢのフロアボードの少なくとも第２列Ｒ２を方向ＩＤ１に第１列Ｒ１に接合す
る。次に第２列Ｒ２に向う方向の逆方向ＩＤ２に第１タイプＡ及び第２タイプＢのフロア
ボードを第２列Ｒ２のフロアボードＡ及びＢに対して１８０°回転して接合することを特
徴とする。
【００３７】
　図４ａは、敷設方向を変更を使用して敷設を簡単に且つ手早く行う方法を示す。敷設は
、第３タイプＣ１－Ｃ４の二方向ボードで第１列Ｒ１を敷設することによって開始する。
次いで、二方向ボードＣが第２列のボードＡ５、Ａ６、及びＢ７、Ｂ８に接合される。次
いで、壁Ｗまでの隙間が方向ＩＤ２に向って敷設でき且つ壁Ｗの形状に合わせて調節でき
る切ったフロアボードＡ１１、Ａ１４、Ａ１６、及びＢ９、Ｂ１３、及びＢ１５により埋
められる。その後、当初の方向ＩＤ１に向って敷設を続けることができる。図４ｂは、二
方向ボードＣを使用して幾つかの部屋ＦＬ１及びＦＬ２を覆う連続したフロアを簡単に敷
設する方法を示す。敷設は、適当には、二方向ボードＣを使用して第１列Ｒ１を敷設する
ことによって開始される。次いで、Ａボード及びＢボードで第２列Ｒ２を敷設することに
よってこの列を係止する。次いで、列Ｒ３の敷設を行うことができ、壁までの隙間をフロ
アボードで埋める。次いで、列Ｒ５が敷設されるまで方向ＩＤ１で敷設を続けることがで
きる。次に、新たな二方向ボードＣが部屋ＦＬ２で列Ｒ６で設置される。次いで、列Ｒ７
が敷設され、この列が二方向ボードＣを係止する。その後、列Ｒ９が設置され、二つの部
屋ＦＬ１及びＦＬ２のフロアの残った部分が方向ＩＤ１に向って敷設される。フロアの敷
設は、ＦＬ２の残った部分に列Ｒ８が敷設され、残った列を方向ＩＤ２に向って敷設する
ことによって終えることができる。
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【００３８】
　二方向ボードは、取り外しを容易にするためにも使用できる。二方向ボードの列が例え
ば部屋の中央に設置されている場合、上方への傾けによって取り外しを二つの方向で行う
ことができる。従来技術では、敷設作業の開始時に、設置されているボードを交換するた
め、特にフロア全体を取り外さなければならない。
【００３９】
　図５ａは、図１の実施例による二方向ボードＣを十字形に接合する方法を示す。このよ
うな接合は、垂直方向移動によって行うことができる。幾つかの変形例が可能である。例
えば、短側部５ａ、５ｂを図２ａ及び図２ｅに従って形成できる。この場合、これらはタ
ングを有し、角度移動によって上接合縁に沿って接合でき、及び／又は本質的に水平方向
でスナップ嵌めできる。更に、他の種類の角度及び／又はスナップ接合部を使用できる。
別の態様では、短側部を接合縁に沿った挿入によって接合できる。図５ｂは、鏡像対称の
係止システムを持ち且つ長側部を長側部に対して及び長側部を短側部に対して角度移動す
るだけで機械的に接合される２種類のフロアボードＡ、Ｂからなるフロアを提供するため
に、このような十字形の接合を使用する方法を示す。敷設は、全体として、便利には、十
字形の中央で開始され、次いで随意であるが、四つの方向ＩＤ１、ＩＤ２、ＩＤ３、及び
ＩＤ４に向って行われる。十字形の四つの部分は、Ａボード及びＢボードに接合される。
接合は、各二方向ボードＣを別の二方向ボード並びにＡボード及びＢボードの夫々に接合
することを特徴とする。取り外しは逆の方向で行うことができ、各フロアは、かくして、
４つの方向から別々の部分で取り外すことができる。勿論、長側部を傾け、短側部を互い
にスナップ嵌めすることによって対応する敷設パターンを提供することができる。長側部
の接合は、接合縁に沿って及び／又は水平方向に又は別の態様では垂直方向にスナップ嵌
めすることによって行うこともできる。
【００４０】
　図６ａ、図６ｂ、及び図６ｃは、好ましくは第１パネル１の縁部に形成された摺動溝４
０内に可撓性タング３０が設けられた一実施例を示す。可撓性タングは、第２の同様のフ
ロアパネル１’のタング溝４１と協働するように設計されている。協働作用は、垂直方向
で重ねるだけで第２パネルを第１フロアパネルに対して垂直方向及び水平方向で係止でき
るように行われる。可撓性タング３０及び摺動溝４０は、第１パネル１の縁部に形成でき
、又は図６ｄに示すように、第２パネル１’の縁部に形成できる。タング溝４１は、隣接
した縁部に形成される。可撓性タングは、垂直方向で重ねるときに摺動溝内で２回変位す
る。第１の変位は、第２フロアパネルを垂直方向に重ねることによって行われる。可撓性
タングがその最初の位置に向かう第２の変位は、実質的に、可撓性タング及び／又は好ま
しくは摺動溝内に配置された何らかの他の可撓性装置によるばね効果によって行われる。
この実施例による係止システムは、例えば、図１ａと関連した上文中に説明したＡパネル
、Ｂパネル、及びＣパネルの短側部で使用できる。好ましくは、可撓性タング及び摺動溝
は、短側部５ｂに形成されていなければならない。角度作用によって垂直方向及び水平方
向で機械的に係止できる可撓性タングを持つこのような実施例は、湿度が変化したとき、
又は例えばフロアに大きな荷重及び応力が加わったときに縁部が垂直方向に変形する場合
があるパネルで強い接合部を形成するのに使用できる。Ａパネル、Ｂパネル、及びＣパネ
ルを含むフロアは、傾けだけで設置でき、全ての縁部が垂直方向及び水平方向で連結され
る。
【００４１】
　本発明によるフロアパネルは、比較的小さく且つ狭幅のパネルを含むフロアで使用する
のに特に適している。このようなフロアパネルが、周知の技術に従ってロール状で又はシ
ート状で製造され、ＨＤＦ、パーティクルボード、及び同様の木材を基材としたパネル等
のボード材料に接着された例えばリノリウム、テキスタイル、プラスチック、高圧積層体
等の表面を備えている場合、製造費用が比較的高い。主な理由は、半完成品のシート材料
１の鋸断、及び特に長側部の係止システムの形成と関連して大量の無駄が発生するためで
ある。これを図７ａに示す。半完成品のシート材料１は、表面層５１、コア５０、及び好
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ましくはバランシング層５２を含む。突出部分Ｐ及びタング１０の鋸断及び形成により大
量の無駄Ｗが出る。本発明の目的はこのような無駄を少くすることである。この目的は、
製造方法及び半完成品のシート又はパネルによって達成される。シート状又はロール状に
形成された表面材料５１を分離して表面ストリップ５３にし、これらの表面ストリップ５
３間に隙間５４を置いてこれらの表面ストリップをコア５０に接着する。表面ストリップ
は、好ましくは、フロアパネルの目に見える表面と実質的に同じ所定の幅を備えている。
勿論、多くの場合、縁部を最終的にトリミングするために少量の余分の材料が必要とされ
る。表面ストリップの長さは、一つ又は幾つかのフロアパネルの長さと同じであってもよ
い。隙間５４は、主にボード材料５０でできており、表面層５１を備えていない。多くの
場合、隙間５４は接着剤層で覆われたコアを含む。後側の材料を節約するために同じ方法
を使用できる。ストリップ５３間に所定の隙間を置いてバランシング層５２をコア５０に
接着できる。好ましくは、表面層５１及びバランシング層５２は、費用を節約するため、
水平方向に距離Ｄだけずらしてある。図７ｃは、バランシング層５２が突出部分Ｐを覆っ
ている必要がないということを示す。バランシング層は、表面層の両側で内方に距離Ｄ、
Ｄ’だけずらすことできる。これにより、特にバランシングがコルク、木材ベニヤ、又は
ファイバを基材とした材料、フォーム、又は同様の例えば音響を減少するのにも使用でき
る材料等の高価な材料である場合に費用を更に節約できる。表面層を接着前にストリップ
に分離するこの方法は、特に、例えばナイフやウォータージェット等で打ち抜く又は切断
によって表面層を表面ストリップにできるという利点を提供する。このような方法は、例
えば半完成品のシート１を切断して個々のパネルにするのに現在使用されている２－３ｍ
ｍの鋸ブレード同じ無駄を発生することはない。係止システムの鋸断及び形成により表面
材料のロスが生じ、従って、二つのパネルの接合部に亘って連続した一つのパターンを形
成するのは困難である。図７ａは、縁部の機械加工後にパターン５６が異なることを示す
。ナイフによる切断は、表面材料のロスを実質的に生じず、図７ｂのパターン５６を維持
できる。表面ストリップ５３の縁部５５は、フロアパネルの縁部の機械加工時に基準面と
して使用できる。この技術では、パネルを対費用効果に優れた方法で、二つのパネル間の
接合部に亘って実質的に連続した幾つかのパターンで均等に製造できる。変形例として、
表面層及び／又はバランシング層のストリップを、幾つかの個々のフロアパネルに切断さ
れるようになったシートでなく、個々のパネルに接着できるということは勿論のことであ
る。
【００４２】
　上文中に説明した全ての実施例は、全体又は一部を互いに組み合わせることができる。
別体の表面ストリップを用いる技術は、更に、メラミン樹脂を含浸した紙をコア材料に積
層する直接圧力積層体製造と関連して使用できる。この場合、含浸した紙を積層前に個々
のストリップに分けなければならない。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】図１ａ、図１ｂ、及び図１ｃは、本発明によるフロアボードの図である。
【図２】図２ａ乃至図２ｈは、長側部及び短側部に設けられた係止システムの図である。
【図３】図３ａ、図３ｂ、及び図３ｃは、杉綾パターンでの接合を示す図である。
【図４】図４ａ及び図４ｂは、フロアの敷設を示す図である。
【図５】図５ａ及び図５ｂは、様々な方向での敷設を示す図である。
【図６】図６ａ乃至図６ｄは、可撓性タングを持つ実施例を示す図である。
【図７】図７ａ、図７ｂ、及び図７ｃは、別々の表面層ストリップを持つ対費用効果に優
れた製造を示す図である。
【符号の説明】
【００４４】
　１、１’　フロアボード
　４ａ、４ｂ　長側部
　５ａ、５ｂ　短側部



(13) JP 4652339 B2 2011.3.16

　６　ストリップ
　９　溝
　１０　タング
　Ｐ　突出部分
　ＶＰ　垂直平面

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図１ｃ】

【図２ａ】

【図２ｂ】
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【図２ｈ】
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